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の品種は萎縮病に謝しても比較的抵抗力弱き方に数へらるtsものに

して之に反し一般に萎縮病に罹b難しごせらる5魯桑。改畏魯桑。

露國野桑。清十郎．荊桑。改良四方険。白桑等の如き所謂魯桑型叉

は荊桑型の品種が今回の調査に於て奨の被害少かりしは最も注目に

値ありご儒命るものなり。

家蟹に於げる近親繁殖の影響

に就て

蒲　生　俊　興

1　緒　　　言

　一一i般農作物並に飼養動物に於ける近親繁殖の影響は装の種族保存

の上に甚だ不利なる結果を齎らすものなるは既にD韻vin氏の學説

出でて以來諸學者の實駿に徴して明かなる所である。即ちDarwinec

は該博なる知見と周i到なる槻察とを以て自然堺・に於けるi近i親繁殖

（薗家受精）の現象は漸次其の番1蕨を滅亡せしむべきものと圭張せら

れ爾來育種學界に於ける問題の焦点となり欧米並に本邦諸學者の研

究相踵いで公にせられたのである。加ふるに近年育種照上に於1ナる

Meudelismの鷹用愈其の精細を極むるに及んで近親交配の問題が漸

く閾明の域に逮し其の解繹も殆ご科學醜に説明せらる、に至つたの

である。
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　而して從來實騰せられたる動植物は鼠。天璽鼠。果實蝿．輸鍛及

煙草。玉蜀黍。婆。等を主とし是等の實験の結果を綜合するに近親

交配を繰返す境合には屡彙の種族をして漸次俸質を虚弱ならしめ．

随て諸睡の病原に樹する戴蔓素質を櫓力1；せしめ。且つ個体の大いさ

及び繁殖力を減じ時には崎形其他の墨常性を分出せしめて其の種族

の保存．上極めて不適嘗なる結果を齎すことが多い．省近來に至り其

の悪影響を及ぼす可き直接なる原因は近親交配郎ち血繰近き雌雄のV

混血其のものではなく．寧ろ其の實験の當初に於て存在して居た各

種のHetero接合子的なる譜匝の因子が近親繁殖の結果として．漸

次HOIm接舎子餉に攣り。随て從來殆ご総ての牲質に就てHαerOに

近かつた個体が漸次其の翻合を減じ同時にHoml，に近い個体が其の

種族間に次第に其の勲を増して來る事が．難て其の種族をして．或

程度迄退化せしむる直接原因となるこごが劃つたのである。故に若

し其の實瞼せらる可き種族に不良形質が潜在し居らざる膓合には．

近親繁殖は必らすしも其の種族を絶滅叉は騙逐せしむる理由がなく

只從來雑種性を耀びた優良形質の種族が漸次純粋性に復するご利1々

なる劣性不良形質の分離teに因つて或る程度の退行（劣攣）憾免れな

い事になるのみである。

　私は襲に鷲業試験蕩綾部支場に於て繭暦澱淘汰の目的を以て大正

四年から績行して來だ系統育の繊承を受けて大正十年に共の試瞼を

打切ナこ際に．本實瞼が其の主目的である繭雇量の淘汰そのものより

も育種學の上から近親繁殖の影響を研究する方が寧ろ學術的にも有

利である二Sを考へて．特に其の点にカを入れて纒めて見た事があ

る。今や其の事實も既に過去の問題となつて居るが當時の記憶を辿

つて杜撰ながら其の試瞼成績の一部を側面から考察して育種上の一

助にも㌶此の稿を草した次第でる。
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五　實瞼材料及方法

　企支蕩に於て繭層量淘汰の目的に供試しずこ品種は青熟．改良叉昔

國駕支四號及國鋤七號の四種であつて．前二鰍よ19聯よ膜の

試験に着手し。他の二種は1916年から蕎手しだものである．、各種共

共の貿験の方法は初年目混合育を行た全量の獄繭中より繭層量の多

　　　　　　　　　　　　　　　　　り．極と少極とを選んで探種し置けるものを。第二年目から繭暦量多極

暉三蛾全少極蔽三蛾宛を飼育し．以後．毎年各蛾腿毎に就て繭層量

多極匿よbは多極のみ．少極随よりは少極のみを秤量して選繭採種

　し。是t同時に共の樹照として毎年混合育にょつて探種し行ける同

一・ i種をも飼育して各試験匠との比1瞬を試みたのである。斯の如く

　して数年間を経過して獲たる成績が嘗初の目的よりも近親繁殖の影

響に關してより多く物語るこご、なつたのは天恵ご言はねばなら膿

只遺憾とする所は當初の目的が圭として繭暦量淘汰改善といふ事に

　あつtzのであるから。近親繁殖に關する實瞼として當然探る可き蛾

隔間。或は各試験属聞等の交瓢廣を設けなかつた事は返す準すも残

念である。

III　實　、瞼　成　績

　　　　　　（第一）纒過日数葬積算温度　　　　　　　　　　、

蜘・謂ふ騨磁とは磁より鰍1・至姪醐育磁臆蜘
積算温度とせるは．同上継過H数×全齢孕均飼育温度（F°）の相乗積

に樹して假に設けた数量である。　　　　　　　　　　　　　、

名次腰懸離1羅簾羅欝雛難籍評霞極脚
蕪了一冨簗馴繭膿饗一塑聖塑・監難豊擁灘

レ9141・馳1讐71♂一珂蔭∴li轡∴1一丁1一
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育

熟

改

良

よ凸ち

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

32．03　　71．8　　2307

2920　　72．7　　2169

30．18　　72，5　　2229

29．03　72．3　 2106

29．01　72．8　2114

30．20　　72．0　　2220

33．06　　710　　2361

32．OO　　718　　2298

129，20　72．8　2172

30．21　72，6　　2242

・－22367
P…27・32463、・147＋243

30，22　　72．2　　223230．14　　722　　2208

30，07　　73．3　　222029．21　73，1　　2183

3LO2　　73，0　　22693LO2　　73，0　　2269

30．16　　72．1　　221130，17　　72，1　　2213

29．10　　72．9　　2144129．13　　72，9　　2153

一75　　－99

十51　十14

＋40　十40

十105　　十ユ07

十30　　十37

、9，。372．321。63α1372．122。213，1．。872，。2472

　　　　　　　　　　　　129，Q2　　72，8　　211728．11　72，9　　207534，00　　73．2　　2489

i3．2・0372・°23エ3132・°672・2232835・°172・4’　25371

　　　　　　i
－　一　コー　一　一
30，12　　72．1　219930．15　　72，1　　2208

　　　　　　1
27．22　　73．6　　205530．09　　73．7　　2239

　　　　　　1
30，H　　73，0　　2224134，00　　73．1　　2485

一り9　－90

－117　斗67

－18　十243

十96　十366

－42　十372

十15　十224

一一　24

－－
R7

　0

十2

十7
十96

→－9

＋工琶4

；F　26置

十270

十414

十209

　以上の成綾を槻るに最種により多少の相違は冤れないが概しτ近

親繁殖後に於ける積舞温度は一般に増加する傾向を有し‘其の開係

が殊に繭暦量少極旺に顯著である。從て繭暦量多極臨ご少極匠とを

比較するに少極幅は概して多極匝よb延長せる揚合が多いのである

次に改良又昔の多極匿に於ては着手後三．四年の間は却て標準囲に

比し積糞溢渡梢減少の傾向あるは一考に値するものこ認む。只之等

の差額鋒出上各憾の年編差（Annuttl　clevia　ti。1）　）が比較的多く。從て

理論上梢正鵠を先せるやの威はあるが．昏1礒其年々の壇減が略相墾

行して居る点に力を入れて比較を敢てした迄である。

　　　　　　（第二）　減獄数歩合
＿　　一一壷．自．一．一．’＿＿一，．t．．＿＿＿＿一騨．’　＿．．　＿一　＿＿一＿．．．一一＿。＿＿＿一＿　　　　一一

品

腫
年

名　次　標準隔　繭贋塁　繭層量

欄ii：l　i霧ll：1
十　〇．04　　　　－　4．23

・十16．73　　　　　十20．57

多極隔と少
極踵との差

e

一一

Si27

十25．68

十3．84
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い918

熟11919

1192皇

吹

良

甘

國

獄

支

四

撹

1914

1915

1916

1917

1918

1919

192Q

1916

19J7

1918

1919

1920

國

七

號

1916

ユ917

1918

1919

1920

18．70　　　　　　25．83　　　　　25．87

4．00　　　　　52，83　　　　　46．03

！8．OO　　　　　　39．79　　　　　62．60

17．OQ　　　　－　　　　＿

16．80　　　　　　12．94　　　　　21．51

　－　　　　　21，80　　　　 5L80

48，90　　　　　　34．57　　　　　　88，80

27，70　　　　　　24，37　　　　　　49，90

9，10　　　　　42。80　　　　　90，23

20．10　　　　　　49．90　　　　　67。42

十　7．13　　　　－←7．17

十4883　　　　十42．03

十2！．79　　　　十44，60

一　3，86　　　　　→砂　4．71

－14．33　　　　騨卜39，90

－　3．33　　　　十22、20

十33．70　　　　斗・8L玉3

十29．80　　　　十47．32

26．90　　　　＿　　　　＿

3L60　　　　　　27．83　　　　　　　　－

32，20　　　　　　4L50　　　　　　　　－

23．85　　　　41’87　　　　50．Q3

11，10　　　　　39．79　　　　　32．80

　＿．．＿，＿　　　　　　＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿．

22．20　　　　－　　　　 ＿
21．30　　　　　　20，73　　　　　　　　－

24．50　　　　　　37．90　　　　　　　－－

15，97　　　　30．23　　　　4L27

26，50　　　　　　32．33　　　　　28，重3

一3．77　　　＿

十9．30　　　一

斗・18．02　　　　　－←26．18

十28．69　　　　十21．70

一〇．57　　　・一’

ナ13・40　　一
十14．26　　　　　十25．30

十　5，83　　　　　十　工．63

十〇，04

－－ U．80

十22．81

十8，57

十30．80

十54．23

十25、53

十47．43

十！7，52

十8．16

L6．99

十1LO4

－4．20

　以上の成績を通覧するに近親繁殖を行た蛾囁は概して標年賊に比

し逐次獄獄歩合を暦加せしむる傾向を認め得べく．其の關係殊に繭

暦鼠少極麗に顯著なるを覗る。從て多極薩と少極瞳との比較に於て

前工品種に就では少極蔽の方著しく多い傾向を示し．只改良又昔の

多極嚥は着手後ミ．四年の間標準随に比し却て減獄歩含を減少せし

むる威があつナこのは前記の成績と相侯て興味ある所である。

（第三）　第四眠趨獄体量

韻　年　　第閥眠起戴体彙（gr）　標準旺との差額 多棚匠と少

黛次標輔『｣礁灘副多欄蜥畷醗曙
■
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青

熟

改

良

背

1　1914．

國

丈

四

號

1歌

七

盤

1915

1916

1917

1918

1919

1920

77．33　　　　　　73，97　　　　　73，89

75．49　　　　　75．64　　　　　61．06

75．38　　　　　　82．47　　　　　　61．67

83．25　　　　　　　68．07　　　　　　63，！0

84．00　　　　　58．87　　　　　54、17

78．98　　　　　　　68．18　　　　　　52、06

19司8…　　一　一
1915

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

80．81　　　　　87．86　　　　　77．63

80．置8　　　　　　98。02　　　　　75。39

9L50　　　　　　96．87　　　　　6L73

88。50　　　　　　91、93　　　　　59．03

93、20　　　　　86．37　　　　　48，07

91．20　　　　　　9655　　　　　57．72

61．13　　　　　＿　　　　　＿

67．69　　　　　　63．27　　　　　　　－

60，60　　　　　　55．17　　　　　　　－

63．56　　　　　　56．97　　　　　51．87

78．97　　　　　　6L81　　　　　52．99

一　3，36　　　　　－　3．44

一ト　0．15　　　　　－y14．43

十・　7．09　　　　　－13．71

－15，18　　　　－20．15

－25，13　　　　　－29，83

－10．80　　　　　－26。92

1916

五917

1918

1919

1920

十　7，Q5　　　　　－　3．18

十17．84　　　　－　4．79

十　5，37　　　　　－29．77

卿1－　3．43　　　　　－29．47

－　6，83　　　　　－45，13

十　5．35　　　　－33、48

一4．42　　　　－

一一 T，43　　　　＿

－　 6，59　　　　－1L69

－17。16　　　　－25．98

91，01　　　　　－　　　　　＿

91．13　　　　97．30　　　　　　－

92。55　　　　　　89．10　　　　　　　－

9tL58　　　　　　99．03　　　　　93，33

103．43　　　　　　96．83　　　　　90，90
蓼

十6．17　　　　－

－3．45　　　　－

十　4．45　　　　　－　　L25

－－ @6．60　　　　－一一12．53

一〇，08

－一一　14．58，

－20，80

－4．97

－’ S，70

－一　16．12

一10．23

－22．63

－35，14

－32．90

＿． R8．30

－38．83

・－y T，10

－8，82

乱5，70

－5．93

　上表を寛るに改良叉昔。國鷲鰍七號の繭暦量多極匠を除いてt＊一一‘

般に近親繁殖を行た各随は標準置に比して漸女第四眠起獄体量を

減少せしむる傾向を有し其の關係殊に少極匪に著しい。随て多極羅

ご少極匝εの比較に於ては各露共常に少極癌に其の体量著しく少い

結果を示してゐる。而して前記二品覆の多極懸の傾向を視るに何れ

も繭暦量の多極淘汰に伸ひ標準匿に比し却て幾分の体量増加を示せ

るは之亦注意すぺき事である。
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（窮四）同功繭渉合
謄惣囎轄罵瓢一鷲瓢．一．一一Tt－　一鷺一．＿蝋㎜既調・・＿．．．＿一．＿．．＿唄一・．＿，…一一一一一一一一一一　一

品

繍
名

青

熟

吹

學

背

　國

　支
、　四

　魏

國

七

漉

・914』3，・・　一，－1
1915

1916

1917

1918

1919

1920

1914

］915

19工6

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

1916

工917

1918

1919

　一　　　　　　　1L87　　　　　　14，67

1LOO　　　　　　　2、78　　　　　　6．16

12．60　　　　　　　4，40　　　　　　6．王O

I2．90　　　　　　6，47　　　　、　6．43

19，90　　　　　　3．03　　　　　　433

19，00　　　　　　4．52　　　　　　2．83

7．80　　　　－　　　　一一

10．30　　　　　　　7，83　　　　　　　6．36

9．40　　　　　　184σ　　　　　　3．26

2βO　　　　　　　L60　　　　　　L70

2．00　　　　　　　L43　　　　　　3．90

2．74　　　　　　097　　　　・　1．43

3，38　　　　　　　L62　　　　　　2．44

一． @　　＿　　’＋2．80
－　8．22　　　　－　4．84　　　　十　3、38

＿　　8，20　　　　　－　7，50　　　　十　〇，70

＿　6．43　　　　　－　6，47　　　　－　O，04

－16．87　　　　－15。57　　　　十　L30

－14・48　　　　－－16，17　　　　－　 1、69

一　2．47　　　　　＿　3．94

十　9，00　　　　　－　6，14

－　O．90　　　　　－　O．80

－　0．57　　　　　印ト　1．90

－　　1．77　　　　　－　　131

－－FH
@L76　　　　　－　（｝94

5．90　　　　　　　2．73　　　　　　　－　　　　　－　3．17　　　　　　　－

＜L50　　　　　　　王．73　　　　　　　　－　　　　　－　2．77　　　　　　　－　、

1，92　　　　　　2，80　　　　　　2．27　　　　　十　〇，88　　　　十　〇．35

230　　　　 2．13　　　｝3．90　　　－O．！7　　　→－　1・60

闘薦　1…12・37

080　　　　－　　　　－
1．80　　　　　　　　0’90　　　　　　　　　－

O，44　　　　　　　0，90　　　　℃　　…

035　　，　・　　　L97　　　　　　　3．40

一〇，90　　　一

十、O．46　　　－

十　　L62　　・　　H－　3．05・

十　〇・51　　　　十　 L47．

「－1．47

－15．14

』十〇，10

十2．47

十〇．46

，十Q．82

LF’－

n‘53

・十1，77

・華1．43

十〇．96

　上表に慷をしば國駕支四號及國慧欧七號とを除き前二品睡に於ては

近親繁殖を狩ひtzるものは標準1蔽に比し…般騰同功繭歩合を減少ぜ

しむる傾向を有して居る。而して多極囁と少極随との比較を親る｝二

殆ご全品樋を通じて少極賊の方蔑分多いかの離き成績を示して居る
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（第五）上繭一一顎李均重量（住繭）　・

皿凋　　　　　　幽tant，一一鴨　　　　　　　　　壇＿四

二
nrl

和1

名

膏

熟

改

良

晋

國

獄

四

號

圓

鰍

七

號

1914

19工5

1916

1917

1918

1919

1920

1914

1915

1916

1617

1918

1919

1920

1616

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919・

1920

2．207　　　　－　　　　－

2．108　　　　　　1，675　　　　　1．678

1，769　　　　　　1．723　　　　　1．45董

1・69（）　　　　　1．729　　　　　1．572

1．843　　　　　　1739　　　　　　L553

L693　　　　　　1．442　　　　　　1，270

L796　　　　　　】．391　　　　　　1，125

L303　　　　－一　　　　一

王．322　　　　　L349　　　　　L25Q

1，223　　　　　　1．404　　　　　　1．189

1423　　　　　1．446　　　　　0．gO4

1．307　　　　　　1．203　　　　　　1．107

L156　　　　　　1，23！　　　　　　1200

1．284　　　　　1．210　　　　0733

1．510　　　　駅　　　　一

　一一　　　1．792　　　　－

L781　　　　　　1、903　　　　　　　－

］．961　　　　　　1β35　　　　　1348

1。9五4　　　　1．284　　　　1．204

2，331　　　　－　　　　＿

2，333　　　　　　2．378　　　　　　　一　　　　脚

2．254　　　　　　2357　　　　　　　一

　　　　　　　　　サ2．224　　　　　2，139　　　　　2460

2．233　　　　　　L929　　　　　2．04臭

酬騙との差頻

多極圃　　少穐鳳

一〇．433　　　　．－O．430

－0隔046　　　　－Or318

十〇．039　　　　　－0．118

－O．104　　　　　－O・240

－0．251　　　　－O．4Z3

－0405　　　　　－0．671

十〇．027　　　　　－0●072

＋o．181　－o．Q34

＋O．023　　－0．519

－Q．104　　　　－0200

十〇〇75　　　　　十〇〇44

－0魎074　　　　　－0．551

十〇・122　　　－

－0．426　　　　－O．613

一α630　－一・0，710

十〇〇45　　　－

十〇．1Q3　　　－

－OO85　　　　　－O．064

－0．304　　　　　－O．192

多極囁と少
極賊との差
吉頁

十CJ．003

－o．072

－O．157

－O．168

－0．172

－0266

一〇、044

－0215

一α542

－0．096

－O．031

－O，477

一

＿（M87

－Q．080

一

十Q．021

牽Q，112

　上表を覧るに生繭上繭一顎の李均重量に於ては改良又昔の多極颪

を除いては各髄共標姻置に比し漸次聾黛少の傾向を示し。其の閣係少

極憩二於て殊に顯著である。叉多極騒と少極とを比較するに一般に

少極囁の方一願の畢均繭重が輕い二蔦になつて屠る。　　　　　　～
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（第六）上繭t・・一一升顯数

　晶
．種
　名

膏

熟

改

良

叉

背

國

支

四

號

國

七

號

年

次

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

上繭一升顧撒　（穎）

馴嘔馨羅耀諜
181　　　　Pt　　　　－
178　　　　　　201　　　　　　199

187　　　　　　　　208　　　　　　　　221

197　　　　　　　206　　　　　　　206

190　　　　　　　　206　　　　　　　212

183　　　　　　　237　　　　　　　261

181　　　　　　　229　　　　　　　266

201　　　　－　　　　一一

191　　　　　　　195　　　　　　　206

211　　　　　　183　　　　　　221

玉84　　　　　　　182　　　　　　263　　1

204　　　　　　　　189　　　　　　　236

19S　　　　　　213　　　　　　200

210　　　　　 212　　　　　 278

182　　　　－　　　　一

一　　　 159　　　　－

167　　　192　　　　－
157　　　　　　　210　　　　　　　221

156　　　　　　　235　　　　　　　223

144　　　　－　　　　－

136　　　139　　　　－

149　　　i57　　　　－
146　　　　　　　163　　　　　　　165

155　　　　　　　186　　　　　　　！83

標準旺ミの差額

多趣匠　少趣嘔

十23　　　十21

十21　　　十34

十9　　　十9

十16　　　十22

十54　　　十78

十48　　　十85

十4　　　十15

－28　　十10

－2　　　十79

－15　　　十32

十18　　　十5

十2　　　十68

十25　　　－

十53　　　十64

十79　　　十67

十3　　　・・一一

十呂　　　i・一・・

十17　　　十19

十31　　十28

多繊畷と少
枢囁との差
額

一2
十13

　0

十6
十24

十37

十11　　，

十38

十81

十47

－13

十66’

十11

－12

十2

－3

　上表に擦れば改良叉昔の多極隈を除いては一一般に近親繁殖を績行

せる各囁は標準腿に比して一升の粒歎を増加せしめ。從て繭形小と

なるの傾向を示し。其の關係少極甑じ顯署であるe叉多極旺ご少極

踵との比較を観るに概して少極晦に莫の粒数多き結果を呈して居る
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次に改良叉昔の多極剛こ於て1よ淘汰着手後三四年の聞は標準腿猛

比し却て一升の粒敷を城する傾向あるは注意を要する所である。

　　　’　　（第七）艀　化　歩　合

楓1

名

副afF．　pm化歩倉極鞭・・翻

青

熟

改

良

叉

背

國

『四

號

國

榴

欧

七

號

次標鞠馨騰耀謝多瀬少醐
1914　　　－一　　　　一　　　　一

1915　　　　97．00　　　　　90，78　　　　　96．33

王916　　　　98，00　　　　　78．08　　　　　82・IO

i917　　　　9300　　　　　　　82、47　　　　　　76．80

1918　　　　95．OO　　　　　　6S，33　　　　　9203

1919

1920

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

1916．

1917

19工8

ig19

1920

97．OO　　　　　　75，03　　　　　　68．40

85．00　　　　　　79．89　　　　　8450

　98．00　　　　　9L12　　　　　8054

　　－　　　　　　79，80　　　　　30．20

　　－　　　　　　75、43　　　　　　55．03

　90．00　　　　　　81、83　　　　　59。20

，　　90．OO　　　　　　62、87　　　　　　6L65

i　87、00　　　　　　75．17　　　　　　73．43
．　90．90　　　　　　　　　－　　　　　　　　

－

95．60　　　　　　80．59　　　　　　　－

90，60　　　　　　61，57　　　　　　　＿

91．90　　　　　　5693　　　　　64．77

95，90　　　　　　62．53　　　　　53．28

一　6、22　　　　　－　0．67

－19・92　　　　－15，90

－10，53　　　　　－－16、20

－2967　　　　－　2．97

－2197　　　　－－28、60

＿5，11　　－0．50

一　6．88　　　　－17．46

一8，17　　－．　30．80

＿27．13　　　　　－28．35

－11・83　　　　　　－！3．57

一15．01　　　－

－29．03　　　－

－34．97　　　　　－37’．13

－33、37　　　　－42．62

86．0（）　　　　　　　　　．一一：●　　　　　　　　　『　　　　　　　　　一　　　　　　　　　

一
65．QO　　　　　　87．93　　　　　　　－　　　　　一ト22．93　　　　　　　－

　　　　　　　　　　186．40　　　　　　76．60　　　　　　　－　　　　　－　 9．80　　　　　　・－

83．10　　　　　　80．93　　　　　　75．20　　　　　－　 2．17　　　　　－　7◎90

9L96　　　　　　82．93　　　　　90．00　　　　　－　903　　　　　－　　1．96

多極囁と小
紐匝との差
額

十56S

十402
－5．67

十26，70

－6，63

十4．61

一10、58

－49，60

－2040

一22．63

－1。22

－1．74

一2．16　　　．

－9．25

一5．73

　h十7，07

上表を観るに近親繁殖を行ひたる各麗は殆ざ例外なく標準臨に比

し艀化歩合を減少せしむる傾向があb．多極囁と少極匹とを比較す
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るに品種關係によづ共の傾向が一定しないが概して少極隔の方卿化

歩含少い結果を示して居る。．　　　　　　　　’

　　　　　　（第八）縣　　　長1　　　、

晶

種
名

青

熟

改

良

昔

國

支

四

號

國

七

號

年

次・

1914

191・5

1916

1917

19t8

1919

1920

．1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

19i8

1919

1920

1916

、1917

1918

1919

『1120

　　懸　長・回）標醐・の纐離鶴釜

標編甥羅蠣翻多醐少騙蚊
578．4　　　　－　　　　－

474．6　　　　　465．8　　　　　555．9

6379　　　　－　　　　－

5325　　　　　460．6　　　　’　556曹3

6055　　　　58L7　卜　　590，7

524。6　　　　　　4．72，2　　　　　471、8

606．6　　　　　516，0　　　　 4762

574、O　　　　－　　　　一’

502．8　　　　　　589，7　　　　　　494．1

5823　　　　ny　　　　『

5446　　　　621，8　　　318．2

630．8　　　　　6769　　　　　421、9

5970　　　　　55LI　　　　　　　｝

652。9　　　　　　5946　　　　　　3862

6688　　　　＿　　　　＿

6565　　　　634．O　　 I　　－

698，8　，　　　　591．0　　　　　　　　－一　

679．6　　　　　　503，9　　　　　454。6

662．1　　　　　5275　　　　　4243

676．4　　　　－　　　　－

770．4　　　　　　828．5　　　　　　　－

804，0　　　　　782．3　　　　　　
－

9153　　　　　　686．6　　　　　696．7

849，7　　　　　　700，1　　　　　7519

一　 8．8　　　　　　－1－81・3

－7L9　　　　　十238

－23．8　　　　　－14。8

－－ T2。4　　　　　－52．8

－9（＞6　　　　　－130、4

十86．9　　　　　－　8．7

十77・2　　　　－226．4

十46，1　　　　－20869

＿459　　　　－

－583　　　　－－」266．7

一22．5　　　－

－107．8　　　甲

一175．7　　　　　－225ざ0

－134．6　　　　　－237．8

十58．1　　　－

－2L7　　　－
－228．7　　　　・　2｛8．6

－149．6　　　　－　97．8

十90．1

十95．7

十9．0

－o．4，

一一 R9．8

一95．6

－303・6

－255、O

－208．4

＿493
－103．2

十IO．r

十51・2

　上表の結果を覧るに近親繁殖を行つた各随は改yq．N昔の多極匠を

　　　　　　　　　　　　l除いては一般に標準斑に比し．一紡長が短縮する傾向也示し就中少



上田秘縛門學校同窓會報第十二號　　　　76

極隈に於て其の關係顯著である。随て多極随と少極旺との比較を視

るに概括して少極囁に短かい域がある。　　　　　　　・　　　／／

　　　　　　（第九）綜　　量・　　　t／　・　　1
傑謂糊 @　一…一一一一…一一一一・一一一一隔雁一一一一＿＿＿，i－＿．＿．‘
品

種
名

膏

熟

4｛二　　　　　　　糸藩　　　　　　　　　　量　　　　（gr）

豹標報撃雛塞灘
ig14

1915

」916

1917

1918

1919

1920

　　1914
改　，1915

良’1916

　　1917
5〈

　　1918

背　1919

國

支

四

號

國

欧

七

號

0．231　　　　＿　　　　＿

O・197　　　　　　0」95　　　　　0。190

0，243　　　　－　　　　＿

O，214　　　　0，174　　　　0．172

CL218　　　　　　0．186　　　　　　0・165

0．198　　　　　Q．149　　　　　0」32

0216、　　　　　0．147　　　　　　0王23

0，226　　　　　　　　」脚＿　　　　・　　　＿

0229　　　　　　0．242　　　　　0．210

ρ・243　　　－　　　－
0ら196　　　　　　0247　　　　　　0，1ユ6

0i206．　　　　　0、233・　　　　0，王66

0，198　　　　　　0．199　　　　　　　一

192° 堰C　°・225　°217　・13・

コ916

1917

王918

1919

1920

1916．

1917

1918

工919

1920

α247　　　　＿　　　　＿＿

0，240　　　　　　0・234　　　　　　　－

0232　　　　　0，216　　　　　　＿

0，234　　　　　 0ユ83　　　　　0，154　、

Q」236　　　　　　0176　　　　　0」39

（＞275　　　　－　　　　＿。

0．282　　　　　　0302　　　　　　　－

0、298　　　　　　0、278　　　　　　　ng

O327　　　　　　0、242　　　　　0229

0，292　　　　　　0．242　　　　　0254

標準海との差額

多髄斑　少極蔽

一〇〇〇2　　　　　－0．007

－O・040　　　　　一α042

－O，032　　　　　－0LO53

－0049　　　　　－0．066

－0069　　　　　－0，093

＋（）．013　　－0．OI9

＋0051　　－・　O．080

十〇〇27　　　　　－0，040

十〇〇〇1　　　＿

－O．008　　　　　－OQ95

一〇・006　　　＿

－0016　　　－
－0ゆ051　　　　　－OQ80

－O．060　　　　　－0．097

＋0．020　　－1

一α020　　　－

－0085　　　　　－0めOg8

－0．05Q　　　　　－O，038

多柳置と少
棚亟εの差
額1

一〇．005

－一・・ n．002

－O，02f

嶋O．017

－OO24

一〇，032

一・ O131

－0067

｛0．087

reOO29

－－ n．037、

一〇〇13

十〇〇12

　上表を魔るに改良ヌ普の多極臨を除けば近親繁殖を行だ各画ま殆

ビ例外なく標準囁より綜量少ない傾向を示して居る。’次に多極賑ε
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少i郷寵を比較するに弗究括して少關島に少ない結、果を呈して居る。

而して改良又昔の多極瞳に於ては淘汰着手後三四年の間は標準随

に比し却て統量を増加せしむる傾が現はれて居る。

　　　　　　（第十）繊　　　度

晶

椀
名

青

熟

改

良

曹

國

支

四

號

　國

藁籏

　七

　號

年

次

19玉4

1915

1916

19ユ7

1918

1919

1920

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

1916

1917

1918

1919

1920

繊　　　　変　（D）

標擁甥羅黎騰
3，24，　　　一一　　　一

3．14　　　　　　3，36　　　　　　2．79

3．06　　　－　　　 －
329　　　　2．97　　　　2、53

2。90　　　　　　　2．65　　　　　　226

3，02　　　　　　2．57　　　　　2．24

2．87　　　　　　　2．32　　　　　　2．星O

3，19　　　　－　　　　－

3．69　　　　　3．30　　　　　3．44

3，34　　　－一　　　一

2．85　　　　　　3、23　　　　　　2L95

262　　　　 2．78　　　　285

2．65　　　　　　2．98　　　　　　－

2、81　　　　　　2，94　　　　　273

2．96　　　　－　　　　－

2，92　　　　　　3，01　　　　　　－

2蜀71　　　　　　297　　　　　　－

2．71　　　　　　2．90　　　　　　2，72

2，88　　　　　　2。68　　　　　　2．62

3、38　　　－　　　　－

2，96　　　　　　293　　　　　　－

3Jl　　　　　　2，87　　　　　　－

2b89　　　　　　　2．83　　　　　　2。63

2．76　　　　　　　2．80　　　　　　2，88

標準匿との差額

多極輝　少極匠

十〇22　　　　　－O．35

－0．32　　－076

－O．25　　　　　－－O．64

－O．45　　　　　－078

－一一Z55　　　　　－0．77

一〇．39　　　　　　－0．25

＋038　　＋OJO
十〇．工6　　　　　十〇．23

十〇33　　　・一

十〇．13　　　　　－0．08

十〇．09　　　－

十〇26　　　－t

＋0．ヨ9　　＋0．OI

－O．20　　　　　－026

一〇．03　　　－

－0．24　　　一

㍗006。一α26
十〇，04　　　　　十（｝12

多極匿と少
極畷との差
額

一α57

－O．44

－0．39

－O．33

－022

十〇．14

－O，28

十〇．07

－－
n．21

一〇．18

－O．06

一一 Z．20

十〇．08

上表に糠るに品種間に就き多少の相違セ示Le青熟に在うては殆
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ざ例外なく各試験畷は標準随に比し繊度梢細き傾向を示し改良又

背及國慧支四號にありては却て標準畷より増加せる揚合も少くない

次に國獄敵七號にありては其の關係除b顯著でない．叉多極騒ご少

極瞳とを比較するに概して少極琶の方繊度が梢細い結果を示して居

る。

　　　　　（第十・一）繭暦量
　1914年に混合育（PoPlllati。n）として飼育せしものより年々繭層量

の多極及少極に向て選揮淘汰を行た結果を墾考迄に記せば次の通り

である。

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照＿．一＿＿＿＿＿　＿一．＿，鷺＿～＿＿P　　　　－＿＿＿＿　　　　　　＿＿T　　　　　　　　　　一
品

種・II「；X　寵　別
名

　1914　混舎育

青1915 o塞雛

　！916∫多榔E
　　　（少趣礁
1917 o霧灘

191

熟1919 o鑛
・92。 �

［Pdi体数　単　均　償　　標準偏差　攣異係数L

984　　　　0．26303：lro．00203　　　　±0。01789：ヒ0，00272　　　　6．8019

93　　　0，25989：1；O．OO3工2　　　：ヒ003006：ヒα00220　　　11．5681

157　　　　0．23395士O，OO165　　　：L・O、03066±0，00117　　　　13．1041

340　　　　0．23559：ヒ：O．001王8　　　　ゴ：003215ニヒO．QOO82　　　　13、6515

270　　　　0．21081：ヒ0．00133　　　士0・Q3250±：000094　　　　15．4030

29　　　0．22069土0．00620　　　：ヒO．04948：ヒαOO438　　　22．4183

30　　　　020800士0．OO380　　　　：とO．03089±O．OQ269　　　　14．8495

110　　　　0，23864士O．00224　　　　±亡LO2354±0．QOIO8　　　　9．8644

111　　　　0，20451：±：O．OO138　　　±0．02155：ヒ0ρ0098　　　　105366

188　　　　α18426士O．OO144　　　±α02925二±：000107　　　　15．8720

191　　　　0．！5686：t：o・OO　103　　　　±0。02204：±10・000負0　　・14℃0477

231　　　0．18610±O．0σ141　　　：ヒ0．03180±0，QO王01　　　17，0897

152　　　　Q・15217ニヒ0・00136　　　：ヒα0251　：ヒ0．OOO97　　　16．4926

　1914　　　2昆合育　　 1000　　　0・27752±0・00064　　　：ヒ0．02977：ftO　OOO14　　　10．ア273

改呵彦雛lll．、1：1瓢lll；，，8器器｝：：1灘

1916 o罐灘柵：鑑：：欝ま1：離1：畿1：瀦

㌦擁罵1：器謙ll器器瀦畿
　　　　　　　　s
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￥Ig1・｛舞1濃

背1919 o塞灘

192・ o舞瓢

163　　　　0、29074ゴ0．OQ134　　　 ：1，0，02542：1：｛、、OOO95　　　　8・3609

74　　　　Q24892iLO，00230　　　：LOO2呂65：・1二〇QOI59　　　　11．5194

213　　　　023186：1：0．OO156　　　：1二〇、03375：LO．00111　　　14・5541

44　　’　　01522771iO、00204　　　　：LO．0266a：ヒ000192　　　　17・5231

211　　　　026953：ヒOOOIS2　　　　：LO，03910：ヒ0・00125　　　　14・5061

玉12　　　0，15982：1二〇．00226　　　：LO．03547：LO．00160　　　22・1960

　術繭癬量の挙均領の墾遷ξ雨親の繭履蟻ごを蜀照し且つ不完全な

がら最終一．ニケ年間の實績を櫟準睡ご比較しtzものを示せば。

品

種

名

青

熟

良

晋

年l　　　　t［耐　　　・き颪　　　繭暦蚤少ホ礁瞳

次

1914

王915

1916

1917

1918

1919

1920

1914

1915

1916

「1917

1918

1919

1920、

標繭　　　圏　　　　．

鞭，爾警璽聖≧繭喉爾墾塑準）

繭　層　灘　多　糠　・　　　　弼　　　　　　　　．　一

O，2630

O．2SOO

O2530

02775

0．2600

0．2570

0350　　　　　　0．310

0．328　　　　　　0．288

0．310　　　0307

0．197　　　　　　0．233

0。237　　　　　　0250

0．220　　　　　0．217

0354　　　　　　0．334

0．350　　　　　　0、346

0．340　　　0，330

0340　　　　　Q．290

0，327　　　　　0327

0250　　　　　0250

O．2599

0，2356

0．2207

0，2386

0，1843

0，1861

O．3088

0．2847

0323Q

O．2907

0，2319

O．202　　　　　0202

0．168　　　0，164

0、167　　　0．170

0．200　　　　　0，200

0．167　　　　　　0．177

0。123　　　　　　0，130

1
0．223　　　　0216

0．180　　　　　　0，190

0．147　　　　　0．140

0220　　　　　　0190　’

0230　　　　　0．220

・2695 @脳・。13。

繭暦量
　　（gr）

O．2340

02108

0，2080

Q2b遭5

01569

0．］522

?E2609

02037

02000，

02487

0．1523

01598

　前二表の成綾を覧るに青熟に於ては。繭暦量多極淘汰の効果比較

的少なく着手笛二年目頃より漸次其の實横を械少せしめ從て少極淘

汰の結果は極めて明瞭に現はれ着手第～年獺より既に漸賊せる傾向

を示してゐる。之に反し改良叉昔にあbては多極淘汰の効果翻合に

現はれ。着手後四年間の實績に蝶れば標準隠に劣らざる繭暦量を示
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し第義年目より幾分宛城少するが如き歌を呈してゐる。然れざも少

極淘汰旺にありては粟の効果比嫉的現はれ齎手後第二年目頃より漸

孜賊少する傾きを示してゐる。

Iv　総　　　括

　上記の事實より嚴格なる玉31・metrアに立脚して共の翼傾向を論臨せ

むには其の数値上公鋒差の計鋒が不可能であつ托こeを最も遺憾と

する。從て以上の数確より薩に蛙に近親繁殖の影響として結論する

は稽無暴の戚があるが。今實用上立腐から其の影響を認め得る結果

を総括して見れば次の通りである。

　（1）獄兜の縄過日駁を積錦温1隻を以て比較するに勿論晶種間に

多少の相違は免れないが。概据して近親繁殖を行つだ各属は淘汰着

手の第二年目から漸次積鉾濃度を増加せしめ随て同一飼育温度に於

ける慧児の維過日数は代（Generati｛）n）を重ぬるに從ひ標準麗に比し

漸次延長する傾向を示して居る。而して其の關係殊に少極淘汰匠に

顯著である。然るに改良叉昔の多極1磁に於ては梢趣を興にし其の影

i響がi馨しく逞延せる戚がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　（2）飼育中に於ける磁墨激歩合を比較ずるに近親繁殖を行つた

各畷は概して代を重澱るに從て標準臓に比し其の歩合を増加せしむ

る傾向を示し．翼の關係殊辱少極輝に著しい。但し改良叉昔の多極

麗に於ごは着手後三e四年の間は却て城少し其の後に及んで影響を

受くるが如き観を呈して居る。

　（3）鯉H擁鑓杢量に就て比較するに，概括して．多極属は奨　　t

の影響の遽延せる場合多きも三．四代以後は漸次体量を賊少せしむ

る傾面を示し。共の關係少極融二於て伽：顯著である。但し改良叉

昔の多極騒の如きは却て裸難嚥に比し体蟄を年ル増加せしむるが如
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き傾向を示したのであるa

　（4）・同功繭芝食に於ては概して近親繁殖を行つ陀各旺は常に標

準圏に比し趣年其の歩合を減少せしめだる傾向を示して居る。

　（5）製狸量ζから競るに．改良叉昔の多極囁を除けば．

逐年標準薩に比して漸次賊少の傾向を示し’其の關係は少極画に於

て著しい。然るに改良ヌ。昔多極圏は着手後三三．四年間は却て増量せ

る威がある。

　（6）よ繭一升嘘麩に就てi親る1：．改良又昔の多極匹を除きて

は．一般に近親繁殖を纏績せる各隣は。標準憾に比し趣年増加の傾

向を示し。其Q關係殊に少極賊に顯著である。而して改良叉昔の多

極1副こ在りては。着手後三。四年間は却て標準賊より繭形稽大とな

る傾向を示して居る。

、7）鰯腰合を比較する｝こ．近親繁廠纈せ略騨．殆ご

例外なく標準麗よb逐年其の歩合を城少せしむる傾きがあb．其の

關係は殊に少極旺に顯著である。

’（8）盤曇に於ては。改良又昔の多極癌を除けば一般に標準囁に

比し漸次解箭縣長を城少する傾向があり・其の關係殊に少極1醸に著

しい。

　（9）盤墨に於ても同じく改良又昔多極を除けば゜概して各輝共

に殆ご例外なく標準騒より逐次賊少の傾向があつて其の關係殊に少

濯亟騒にi著しい。

　（10）繊度に就て覗るに。同じく改良叉昔及國獄支四號の多極嘔

等を除いては一般に標準匠に比し。逐次繊度を鐡少せしめ殊に少極

癌に著しい。

　（11）爾鯉麗に就て親るに改良叉昔多極騒に於ごは着手後三．

四年間は却て増量せる傾を示し。其他の各隔にありては趣年減量せ
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る成績を示しだのである。

　帥本實験の成績に蝶れば。家獄の獲育に醤する近親繁殖の影響は

其の種繭こして選ばる可き繭の繭暦鼠の多少に因りて。其の成績上

甚大なる相違を示し。概括して謂はば。繭履鐙の多極を選びて近親

繁殖を績行せる塊合は少樋よりせる揚合に比して．之に伸ふ各挿優

良形質の退行著しく少ない傾向を示して居る。今其の影響の主なる

ものを記せば。近親繁殖の結果ごして黎冤の纒過は漸次延浸し．減

獄歩余を増加せしめ。懸体1誘。繭重及繭の大さを賊じ。同功繭歩合

並に鰐化歩合をも減じ。且つ解箭練長及緯量共に漸次其の實値を戯

少せしめ。繊度に於ても幾牙其の太さを械する傾両を認め。其の關

係が殊に少極嘔に於て顯著である。

　然れこも是等の關係も供試品種を異にするに因り。著しく其の趣

を異にし．例へば本實験に於ける改良又昔多極髄の如きは。繭暦量

の多極淘汰に僻ひ着手後三．四代の間は却て総ての優良形質を向上

せしめ其の後にi到りて。初めて他囁巴同機なる傾向を呈して居る。

帥ち此の關係を畠種改良上よb槻るに。改良叉昔種の如きは。繭騰

量多極淘汰τ麺に於てv着手後三。四年の間其の効果顯著なりしもの

と認むる事が出來るが。共他の品種に於ては却て其の成績を劣化せ

しめたるものEいふ事が出來る。

　爾本實瞼の副産物ざして．曾て佐久良會報第拾墾號誌上に報告し

て置k・7Z如き劣性黒蠕性がrつの偶鍵種として改良又昔の少極匠よ

り舜出しtzこごがあるが。之の事實も近親繁殖の結果を論及する上

には一一つの要素となるものであるから鼓に附認すること1こしtz。

　以上の本實瞼の成績よりして。近親繁殖は家獄に於ても。装の素　，

質を虚溺ならしめ。各個体の大さ及繁殖力等を減じ時には新らしき

異常性を偶襲せしめて漸次其の生存の上に不利なる結果を齎らすの
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みならす實用的方面よりするも。繭及絹線Lの優良形質は漸次劣鍵

するものこ認むる事が出來る。而して其の影響は種繭ごして優i良な

るものを選定し行く蕩合は比較的少なく叉1翌純聞に在りても其の關

係は全く一・様でないのである。

　前記の如く本實1験は。繭履墨淘汰試験の一部の成績を側面から親

察した迄であるから誌の試験的設計の不備ば本實験をして學究的に

現下問題の核心に鯛れしむる二と少なく．随て本實瞼の結果を通し

て廣く近親繁殖に關する當面の問題を解決するを得なかつだ事を誠

に遺憾tLする欽第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　（附旨己）　本簑瞼に關しては惜に懇篤なる彿指縣か賜ナニ下：Jl：技師並fこ請調査kIC

　　　　多大の御援助か仰いだ安弁澆氏．村両孝氏及鎌須峯呈春雄氏に封し深厚な

　　　　る謝意な表する次第である。　（一・九二四年十月十日）

’　　交　　　献

　Collins，　G，　N．：　Dominancne　and　the　Vigor　of　IFirst　Genera七ion

　　　Hybrids．典ner．　Na七．，1921，

　Fish，　H．　D，：On士he　Progregsive　Inerease　of　Homozygosis　hl

　　　　Brother－Sis七er　Mati119・Amer・Na七・，1914・

　Hyde，　R．　R．　；　　Ferlili七y・　an〔1　S七erili七ア　in　I）rothophila　amproPhila・

　　　Jour．　Exp．　Zo61．，1914．

耳アd・，R・R・・、1・b・e・di・9・O・tl・・eedh・9・n・1　S・1・cti・・wi七h

’　　　D窟」〇七hophila　lnelallogaster．　Jotu’．．Ex｝）．　Zo61．，1924．

，」・n・ing・，　H．　S．・F・r’…1・e・fc・・士11・R…1七・・f・’1・b・・edi・g・　Am…

　　　N乱七り1914．

　Jentiin9臼，　　H．　　S●　　：　　　Pvodτ匹ctiol1璽of　 Pare　　H（♪mozygo七ic　　Organ三smi　　ft’onl

　　　Heterozygotes｝）y＄e1L”ertiliza也ion・Amer・碧at・，19】2・
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Eas七，　E・M・＆JQ・e・・D・F・・1・b・e・dhn9　A．n・10・七bv・・di・9．

　　1～hiladel／p］．iia，19玉9。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Kh・9・H・D・・St・1di…n　1’・b’ve・dig・1』』1．」…．E・p．　Z。61，

　　ユ918・

P・m通・B…AC・ntrib・む1bn　T・wart’ls　i，　n・Analy，s三S・f・the　？・・bl・m

　　・f・　1’nbreed三・9・Ame・．　Naちコ913，　　　　　d

Pearち　R・：　On　七11e　Resul1おof　Inbreeding　a　Mende1三all　IP．　opulatioh．

　　Anユer．　Nat，，　1914，

Ike・・，8・：「d・ng・k・・’1・iw・Ly…”K…flU”G…i瞳・．理學界・

　　vol，　X　VI．　1919，

　　　　　　謬

u随」属闘勒・嗣髄・圏脅馳竃幽翼自o加■晒囎tTltt髄零■B‘塵・恥加鯉［．M・翫9．」餌5馳冒騨謄翼随1騨肌m肋朋匿馳口町竃n冨u闇韓聞u鷺随。■匿翻，

獄の軍性的獲育卵の漿液膜の

表面的観察　　　　　’　　°

佐藤春太鄭
　獄の軍牲生殖に關す・6研究は少くない。例へば。

C。蜘・七d・Casell・七（1795）；H・・1・1（1838）；B・ul’・ier（1847）；

V°エi　Si・b・ld（1856，1871）；　・B・L・th・1・my（1859）；J・u・d・n（ユ861）；「

D曲u・（1874）；’Ti。h⑪mi・・窪（1885，1902）；V・…n（1890，1869）；

N・8sf・ul）1（1899）；Quaj・t（1905）；K・11・9（1907）11io’凾≠高＝i1909）l

F・・hi・i（1914）；1・ec・ill・n（1916，1917，1918）等である。

　其結果は各人囁舟であるが。「不受精卵と雌もある程度迄に螢育し


